
効
率
性
と
利
便
性
を
高
め
持
続

性
の
あ
る
地
域
交
通
を
つ
く
る

訪
れ
や
す
く
、に
ぎ
わ
い
を
創

出
す
る
地
域
交
通
を
つ
く
る

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安
心

し
て
頼
れ
る
地
域
交
通
を
つ
く
る

目指す公共交通ネットワークのイメージ

　
現
在
の
路
線
バ
ス
5
路
線
を
2

路
線（
八
幡
平
M
H 

線
と
平
舘
駅

前
線
）に
再
編
し
、
輸
送
量
を
確
保

す
る
こ
と
で
国
や
県
の
支
援
を
受

け
な
が
ら
将
来
的
に
安
定
し
た
運

行
の
維
持
を
実
現
す
る

　

西
根
地
区　
移
動
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
、
運
行
時
刻
を
見
直
す
。
ま

た
、利
用
状
況
に
応
じ
て
デ
マ
ン
ド

運
行
へ
の
移
行
も
検
討
し
て
い
く

　

松
尾
地
区　
デ
マ
ン
ド
運
行
へ

の
移
行
を
検
討
す
る
。
ま
た
、運
行

範
囲
も
見
直
し
、交
通
空
白
地
の
解

消
を
図
る

　
再
編
に
よ
っ
て
運
行
外
と
な
る

【
平
舘
駅
前
―
南
寄
木
】の
区
間

は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
デ
マ
ン

ド
運
行
型
）で
対
応
す
る

　
通
学
定
期
券
購
入
費
補
助
金
を

継
続
す
る

　
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
の
実
現
と

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
の
連
携

を
進
め
る

　

利
用
状
況
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
、
幹
線
バ
ス
の
経
路
の
見
直
し

や
バ
ス
停
の
増
設
、
ダ
イ
ヤ
見
直

し
に
取
り
組
む

　

福
祉
団
体
な
ど
多
様
な
主
体

に
よ
る
買
い
物
ツ
ア
ー
な
ど
の

活
動
を
支
援
す
る

　
終
電
、
終
バ
ス
後
の
Ｉ
Ｇ
Ｒ
好

摩
駅
か
ら
の
バ
ス
な
ど
の
運
行
に

よ
り
、
盛
岡
か
ら
の
帰
宅
に
使
え

る
交
通
手
段
を
確
保
す
る

　
免
許
返
納
時
に
公
共
交
通
利
用

券
を
助
成
す
る
制
度
を
継
続

　
（
仮
称
）大
更
駅
前
顔
づ
く
り
施

設
の
ほ
か
、商
業
施
設
や
医
療
施
設

と
連
携
し
、バ
ス
待
ち
環
境
を
整
備

　
公
共
交
通
の
出
前
講
座
や
体
験

乗
車
会
を
積
極
的
に
開
催

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン（
U
D
）

な
ど
乗
り
降
り
し
や
す
い
車
両
の
導

入
を
進
め
る

　

広
域
観
光
に
対
応
し
た
ハ
イ

ヤ
ー
車
両
の
確
保
な
ど
を
支
援

　
安
比
高
原
周
辺
や
松
川
温
泉
周

辺
な
ど
の
交
通
不
便
地
域
に
お
け

る
来
訪
者
の
移
動
手
段
の
充
実

　

運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た
75
歳

以
上
の
市
民
を
対
象
に
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
回
数
券
ま
た
は
タ
ク
シ
ー

券
の
い
ず
れ
か
を
交
付
し
て
い
ま
す

（
1
人
に
つ
き
1
回
限
り
）。

　

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
在
宅
者

で
、
自
動
車
税
な
ど
の
減
免
を
受
け

て
い
な
い
人
に
対
し
て
、
タ
ク
シ
ー

料
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す

（
１
枚
6
0
0
円
の
タ
ク
シ
ー
券
を

最
大
24
枚
交
付
）。

　

な
お
、
障
が
い
者
手
帳
所
持
者
の

う
ち
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
の

鉄
道
や
路
線
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
、
高
速
道
路
の
利
用
料
金
は
い

ず
れ
も
5
割
引
き
に
な
り
ま
す
。

　

公
共
の
交
通
機
関
を
利
用
し
て

高
等
学
校
な
ど
へ
通
学
す
る
生
徒

な
ど
に
対
し
て
、
通
学
定
期
券
購
入

金
額
の
10
㌫
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

運
転
免
許
自
主
返
納
者
へ
の
支
援

通
学
定
期
券
購
入
費
補
助
金

福
祉
的
移
送
サ
ー
ビ
ス

「
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券
」

教
育
総
務
課
教
育
総
務
係

（
電
話
・
内
線
１
３
６
３
）

防
災
安
全
課
地
域
安
全
係

（
電
話
・
内
線
１
２
６
５
）

地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
（
電
話
・
内
線
１
１
１
１
）

● ● ●

※マウンテンホテルを略式表記

　
安
代
地
区　
受
け
付
け
と
配
車

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、デ
マ
ン
ド

運
行
の
充
実
を
図
る

　
利
便
性
の
向
上
に
合
わ
せ
て
運

賃
の
見
直
し
を
検
討
し
、運
行
効
率

を
高
め
る

各
種
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

　

市
は
交
通
や
移
動
に
関
し
て
、次

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

１基本目標

3基本目標 2基本目標

※

■
計
画
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
確
認
で
き
ま
す
。

計画はこちら

足腰の弱い人やベビーカーの親子連
れなどが利用しやすいUDタクシー

持続可能な地域公共交通ネットワークを目指し

新たな地域公共交通計画を策定

民
生
活
の
足
を
担
う
公
共

交
通
に
つ
い
て
、
市
は
こ

　
計
画
策
定
に
あ
た
り
行
っ
た
ヒ

ア
リ
ン
グ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

な
ど
か
ら
、市
内
の
公
共
交
通
は
次

の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
J
R
花
輪
線
の
利
用
者
は
年
々

減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。
表
２
で

見
る
と
、
平
均
通
過
人
員
は
花
輪

線
の
全
区
間
で
、
大
き
く
減
少
し

て
い
ま
す
。

※利用者１日１㌖あたりの人数

　

現
在
運
行
し
て
い
る
５
路
線

は
、
い
ず
れ
も
国
の
補
助
を
受
け

て
運
行
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
２

路
線
に
つ
い
て
、
国
の
補
助
要
件

　
路
線
・
系
統
数
が
多
く
、
複
雑

な
運
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
利
用
者
数
は
減
少
し
て
お

り
、利
用
者
が
無
い
便
も
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
乗
務
員
が
高
齢
化
し
つ
つ
あ
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回
復
を
見
込
ん

だ
場
合
に
は
乗
務
員
不
足
が
問
題

と
な
る
ほ
か
、
繁
忙・閑
散（
時
間・

シ
ー
ズ
ン
）の
差
に
よ
る
安
定
雇
用

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
移
動
手
段
が
不
足
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
シ
ー
ズ
ン

に
は
タ
ク
シ
ー
不
足
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
市
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
令
和
６
年
３
月
に
新

た
な
地
域
公
共
交
通
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。
計
画
で
は
３
つ
の
基

本
目
標
の
基
、
６
年
度
か
ら
12
年

度
ま
で
の
７
年
間
で
取
り
組
む
項

目
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
交
通
環
境

の
利
便
性
向
上
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

（
輸
送
量
15
人
以
上
）を
下
回
っ
て

い
ま
す（
表
３
）。

れ
ま
で
各
種
交
通
計
画（
表
１
）を

策
定
し
、
バ
ス
路
線
の
再
編
な
ど

利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
公
共
交
通
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
、
利
用
者
の
減
少
や
減
便

に
よ
る
利
便
性
の
低
下
な
ど
の
問

題
は
深
刻
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
の
課
題

「八幡平市地域公共交通計画（平成 20年度）　」
「八幡平市地域公共交通実施計画（平成 21年度」
「八幡平市地域公共交通網形成計画（平成 27年度）」

※表２

区 間 収 支
（百万円）

収 支 率
（％）

平均通過人員
（人 / 日）※

1987 年 2022年
好摩～
荒屋新町 -682 5.4 1,561 346

荒屋新町～
鹿角花輪 -492 0.9 915 55

鹿角花輪～
大館 -721 4.7 1,646 448

※表３
路 線 名 輸送量（人）※

平舘駅前線 16.8
八幡平マウンテンホテル

（田頭経由）線 22.0

松川温泉線 15.9
八幡平マウンテンホテル

（平舘経由）線 12.2

大更駅前線 13.5

地
域
公
共
交
通
計
画
の
内
容
を

具
体
的
な
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
計
画
に
掲
げ
た
方
針
と
３
つ
の
基
本
目
標
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
、

　
観
光
交
通
●

◥◥

タ
ク
シ
ー
●

◥◥

●

◥◥

鉄
道

●

◥◥

路
線
バ
ス
●

◥◥ 市

　
市
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
地
域

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
を
目
指

し
、市
地
域
公
共
交
通
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
本
号
で
は
、
新
た
に
取
り
ま
と
め
た
計
画
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て

往
来
で
き
る
よ
う
に

ピックアップ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
Ｕ
Ｐ

■
問
い
合
わ
せ
先
　
ま
ち
づ
く
り
推
進

課（
電
話
・
内
線
1
4
5
3
）

※表１

※ 2023 年度の数値

●

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

路
線
バ
ス
●

◥◥◥◥

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

◥◥

◥◥

鉄
道
・
そ
の
他

▽▼▽▼▽▼

▽▼

▽▼▽▼▽▼▽▼

▽▼▽▼

▽▼▽▼

▽▼ ▽▼▽▼▽▼▽▼

●

●

※
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